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◎
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案
対
照
表 

○
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
抄
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
修
正
部
分
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

修 
 

 

正 
 

 

後 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

修 
 

 

正 
 

 

前 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四

年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

〔
略
〕 

 

第
二
条
第
十
項
中
「
第
七
項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十

一
項
と
し
、
同
条
中
第
九
項
を
第
十
項
と
し
、
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
を
一

項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

６ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
緊
急
対
処
鳥
獣
」
と
は
、
熊
そ
の
他
の
人
の
日
常

生
活
圏
に
出
現
し
た
場
合
に
人
の
生
命
又
は
身
体
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

が
大
き
い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
鳥
獣
を
い
う
。 

 

第
三
条
第
二
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。 

 

五 

緊
急
対
処
鳥
獣
の
管
理
に
関
す
る
事
項 

 

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四

年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

〔
略
〕 

 

第
二
条
第
十
項
中
「
第
七
項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十

一
項
と
し
、
同
条
中
第
九
項
を
第
十
項
と
し
、
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
を
一

項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

６ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
危
険
鳥
獣
」
と
は
、
熊
そ
の
他
の
人
の
日
常
生
活

圏
に
出
現
し
た
場
合
に
人
の
生
命
又
は
身
体
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
大

き
い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
鳥
獣
を
い
う
。 

 

第
三
条
第
二
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。 

 

五 

危
険
鳥
獣
の
管
理
に
関
す
る
事
項 
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第
四
条
第
二
項
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

八 

緊
急
対
処
鳥
獣
の
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
け
る
生
息
の
状
況
そ

の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当

該
緊
急
対
処
鳥
獣
の
人
の
日
常
生
活
圏
へ
の
侵
入
の
防
止
に
関
す
る
事
項 

 

〔
略
〕 

 

第
三
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。 

 

第
三
章
の
二 

緊
急
銃
猟 

（
緊
急
銃
猟
） 

第
三
十
四
条
の
二 

市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
以
下
こ
の
章
に
お

い
て
同
じ
。
）
は
、
緊
急
対
処
鳥
獣
が
、
住
居
、
広
場
そ
の
他
の
人
の
日
常

生
活
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
場
所
又
は
電
車
、
自
動
車
、
船
舶
そ
の
他
の
人

の
日
常
生
活
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
乗
物
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
住
居

等
」
と
い
う
。
）
に
侵
入
し
て
い
る
こ
と
又
は
侵
入
す
る
お
そ
れ
が
大
き
い

こ
と
を
把
握
し
、
か
つ
、
当
該
緊
急
対
処
鳥
獣
に
よ
る
人
の
生
命
又
は
身
体

に
対
す
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
緊
急
に
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
銃
器
を
使
用
し
た
鳥
獣
の
捕
獲
等
（
以
下
「
銃

猟
」
と
い
う
。
）
以
外
の
方
法
に
よ
っ
て
は
的
確
か
つ
迅
速
に
当
該
緊
急
対

処
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
か
つ
、
第
三
十
四
条
の
四

第
四
条
第
二
項
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

八 

危
険
鳥
獣
の
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
け
る
生
息
の
状
況
そ
の
他

の
事
情
を
勘
案
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
危

険
鳥
獣
の
人
の
日
常
生
活
圏
へ
の
侵
入
の
防
止
に
関
す
る
事
項 

 

〔
略
〕 

 

第
三
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。 

 

第
三
章
の
二 

緊
急
銃
猟 

（
緊
急
銃
猟
） 

第
三
十
四
条
の
二 

市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
以
下
こ
の
章
に
お

い
て
同
じ
。
）
は
、
危
険
鳥
獣
が
、
住
居
、
広
場
そ
の
他
の
人
の
日
常
生
活

の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
場
所
又
は
電
車
、
自
動
車
、
船
舶
そ
の
他
の
人
の
日

常
生
活
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
乗
物
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
住
居
等
」

と
い
う
。
）
に
侵
入
し
て
い
る
こ
と
又
は
侵
入
す
る
お
そ
れ
が
大
き
い
こ
と

を
把
握
し
、
か
つ
、
当
該
危
険
鳥
獣
に
よ
る
人
の
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る

危
害
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
緊
急
に
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場

合
に
お
い
て
、
銃
器
を
使
用
し
た
鳥
獣
の
捕
獲
等
（
以
下
「
銃
猟
」
と
い

う
。
）
以
外
の
方
法
に
よ
っ
て
は
的
確
か
つ
迅
速
に
当
該
危
険
鳥
獣
の
捕
獲

等
を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
か
つ
、
第
三
十
四
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
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の
規
定
に
よ
る
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
銃
猟
に
よ
っ
て

人
に
弾
丸
の
到
達
す
る
お
そ
れ
そ
の
他
の
人
の
生
命
又
は
身
体
に
危
害
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
住
居
等
又
は
そ
の
付
近
に
お
い

て
、
当
該
緊
急
対
処
鳥
獣
に
つ
い
て
銃
猟
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２
～
５ 

〔
略
〕 

 

（
緊
急
銃
猟
等
の
た
め
の
土
地
の
立
入
り
等
） 

第
三
十
四
条
の
三 

市
町
村
長
は
、
緊
急
銃
猟
を
し
、
又
は
緊
急
銃
猟
に
よ
り

捕
獲
等
を
し
た
緊
急
対
処
鳥
獣
の
適
切
な
処
理
を
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度

に
お
い
て
、
そ
の
職
員
に
他
人
の
土
地
に
立
ち
入
ら
せ
、
若
し
く
は
障
害
物

を
除
去
さ
せ
、
又
は
そ
の
職
員
以
外
の
者
に
委
託
し
て
他
人
の
土
地
に
立
ち

入
ら
せ
、
若
し
く
は
障
害
物
を
除
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

〔
略
〕 

 

〔
略
〕 

 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

一 

次
条
、
附
則
第
三
条
及
び
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定 

公
布
の
日 

二 

第
三
条
第
二
項
及
び
第
四
条
第
二
項
の
改
正
規
定 

公
布
の
日
か
ら
起

措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
銃
猟
に
よ
っ
て
人
に
弾
丸
の
到

達
す
る
お
そ
れ
そ
の
他
の
人
の
生
命
又
は
身
体
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
住
居
等
又
は
そ
の
付
近
に
お
い
て
、
当
該
危
険
鳥

獣
に
つ
い
て
銃
猟
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２
～
５ 

〔
略
〕 

 

（
緊
急
銃
猟
等
の
た
め
の
土
地
の
立
入
り
等
） 

第
三
十
四
条
の
三 

市
町
村
長
は
、
緊
急
銃
猟
を
し
、
又
は
緊
急
銃
猟
に
よ
り

捕
獲
等
を
し
た
危
険
鳥
獣
の
適
切
な
処
理
を
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お

い
て
、
そ
の
職
員
に
他
人
の
土
地
に
立
ち
入
ら
せ
、
若
し
く
は
障
害
物
を
除

去
さ
せ
、
又
は
そ
の
職
員
以
外
の
者
に
委
託
し
て
他
人
の
土
地
に
立
ち
入
ら

せ
、
若
し
く
は
障
害
物
を
除
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

〔
略
〕 

 

第
三
十
四
条
の
四
～
第
三
十
四
条
の
六 

〔
略
〕 

 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

一 

次
条
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定 

公
布
の
日 

二 

第
三
条
第
二
項
及
び
第
四
条
第
二
項
の
改
正
規
定 

公
布
の
日
か
ら
起
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算
し
て
二
年
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日 

 
（
検
討
） 

第
四
条 

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
公
布
後
速
や
か
に
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理

並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
等
に
お
け
る
「
鳥
獣
」
の
用
語
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
「
野
生
動
物
」
を
用
い
た
用
語
と
す
る
方
向
で
検
討
を
加

え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
法

の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
新
法
の
規
定

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。 

算
し
て
二
年
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日 

 

（
検
討
） 

第
四
条 

〔
新
設
〕 

   

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
法

の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
新
法
の
規
定

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。 

 
 

 
 


